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議案第 ９ 号

令和３年度玉野市下水道事業会計予算

（総 則）

第１条 令和３年度玉野市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）排水処理区域内人口 ５５，１００人

（２）年間総排水処理量 ６，５４０，０００ｍ３

（３）日平均排水処理量 １７，９１７ｍ３

（４）主要な建設改良工事

公共下水道整備事業

汚水管渠布設工事 φ150～200mm L=5,500ｍ A=16ha

汚水管渠改築工事 φ450～900mm L=430ｍ

日比ポンプ場改築更新工事

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 公共下水道事業収益 ２，３６６，６３０千円

第１項 営業収益 １，７８４，０４６千円

第２項 営業外収益 ５８２，５８４千円

第２款 小規模集合排水事業収益 １１，２７０千円

第１項 営業収益 １，４９２千円

第２項 営業外収益 ９，７７８千円

収 入 合 計 ２，３７７，９００千円
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支 出

第１款 公共下水道事業費 ２，３０２，０８６千円

第１項 営業費用 ２，０４１，９２５千円

第２項 営業外費用 ２５６，９７１千円

第３項 特別損失 ２，１９０千円

第４項 予備費 １，０００千円

第２款 小規模集合排水事業費 １０，３１１千円

第１項 営業費用 ９，７５５千円

第２項 営業外費用 ３５６千円

第４項 予備費 ２００千円

支 出 合 計 ２，３１２，３９７千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額９４５，５９６千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

９０，７０８千円、当年度分損益勘定留保資金８４９，０９１千円、減債積立金５，７９７千円

で補てんするものとする。）

収 入

第１款 公共下水道資本的収入 １，８９５，３９９千円

第１項 企業債 １，４１７，８００千円

第２項 国庫補助金 ４２２，５００千円

第４項 他会計出資金 ３４，４００千円

第６項 分担金及び負担金 ２０，６９９千円

収 入 合 計 １，８９５，３９９千円

支 出

第１款 公共下水道資本的支出 ２，８３９，１４３千円

第１項 建設改良費 １，７１９，７９９千円

第２項 償還金 １，１１７，０４９千円

第４項 補助金返還金 ２，２９５千円

第２款 小規模集合排水資本的支出 １，８５２千円

第２項 償還金 １，８５２千円

支 出 合 計 ２，８４０，９９５千円
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（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

（企業債）

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとおりと定める。

（一時借入金）

第７条 一時借入金の限度額は、１，０００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）収益的支出及び資本的支出の各項に計上された予算に過不足を生じた場合における款内

各項の金額の流用

事 項 期 間 限 度 額

日比ポンプ場改築更新工事 令和３年度から令和４年度まで ６９７，０００千円

水洗便所改造資金を貸し付

けた金融機関に対する損失

補償

令和３年度から令和８年度まで 令和３年度において玉野市水洗便所改造資

金融資あっ旋に関する規則により、公共下

水道に接続するため、既設便所を水洗便所

に改造することに要する資金を貸し付けた

金融機関に対する融資額の損失補償金

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利率 償還の方法

下水道事業

（建設改良）

千円

１，２４２，２００
普通貸借

又は

証券発行

年 5.0％

以内

（ただし、利率見直し方式で借り入れ

る資金について、利率の見直しを行っ

た後においては、当該見直し後の利率）

政府資金についてはその融資条件に

より、銀行その他の場合にはその債

権者との協定による。ただし、財政の

都合により据置期間及び償還期限を

短縮し、もしくは繰上償還又は低利債

に借換えすることができる。

下水道事業

（準建設改良）

千円

１７５，６００
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（議会の議決を経なければ流用することができない経費）

第９条 次に揚げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又は

それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

（１）職員給与費 １９５，８１５千円

（他会計からの補助金）

第１０条 収益的支出に充てるため一般会計からこの会計へ補助金を受ける金額は、

１４，８３８千円である。

令和３年２月２５日提出

玉野市長 黒 田 晋
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令 和 ３ 年 度

玉野市下水道事業会計予算附属説明書
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（単位：千円）

款 項 目  予定額 備　　　考

  2,366,630 

  1,784,046 

下水道収益   1,090,664 ・下水道使用料

一般会計負担金     692,116 ・一般会計からの負担金

その他営業収益          50 ・指定工事店申請審査手数料

受託事業収益       1,216 ・国庫補助金、県補助金

    582,584 

受取利息及び配当金           1 ・預金利息

一般会計負担金      56,514 ・一般会計からの負担金

一般会計補助金       5,954 ・一般会計からの補助金

長期前受金戻入     509,291 ・償却資産の減価償却に係る財源の収益化

延滞金           1 

雑収益         823 ・施設占用料等

消費税還付金      10,000 

     11,270 

      1,492 

下水道収益         254 ・下水道使用料

一般会計負担金       1,238 ・一般会計からの負担金

      9,778 

一般会計負担金         894 ・一般会計からの負担金

一般会計補助金       8,884 ・一般会計からの補助金

款 項 目  予定額 備　　　考

  2,302,086 

  2,041,925 

管渠費      53,997 ・管渠、マンホールの維持管理に要する費用

ポンプ場費     130,715 ・ポンプ場の維持管理に要する費用

玉野浄化センタ－費     272,930 ・処理場の維持管理に要する費用

流域下水道管理負担金      66,473 ・流域下水道の維持管理に要する費用

普及指導費      18,177 ・水洗便所の普及促進に要する費用

業務費      40,753 ・下水道使用料の徴収事務に要する費用

総係費      90,925 ・事業経営全般に要する費用

減価償却費   1,328,091 ・償却資産の減価償却費

資産減耗費      28,898 ・固定資産除却費

合併処理浄化槽設置事業費      10,966 ・合併浄化槽の事務に要する費用

    256,971 

支払利息及び企業債取扱諸費     242,414 ・企業債の利息等

雑支出       4,557 ・特定収入仮払消費税等

消費税及び地方消費税      10,000 

      2,190 

固定資産売却損         500 ・固定資産売却に係る売却損

過年度損益修正損       1,690 ・過年度の調定減

      1,000 

予備費       1,000 

     10,311 

１営業費用       9,755 

元川浄化槽費       8,862 ・浄化槽の維持管理に要する費用

減価償却費         893 ・償却資産の減価償却費

        356 

支払利息及び企業債取扱諸費         280 ・企業債の利息

雑支出          76 ・特定収入仮払消費税等

        200 

予備費         200 

令和３年度　玉野市下水道事業会計予算実施計画

収益的収入及び支出
収　入

１公共下水道事業収益

１営業収益

２営業外収益

２小規模集合排水事業収益

１営業収益

２営業外収益

支　出

１公共下水道事業費

１営業費用

２営業外費用

３特別損失

４予備費

２小規模集合排水事業費

２営業外費用

４予備費
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（単位：千円）

款 項 目  予定額 備　　　考

  1,895,399 

  1,417,800 

公営企業債   1,417,800 ・建設改良費等に充当する企業債

    422,500 

公共下水道事業費国庫補助金     422,500 ・建設改良費に充当する国庫補助金

     34,400 

他会計出資金      34,400 ・一般会計からの出資金

     20,699 

公共下水道受益者負担金      20,699 ・受益者負担金

款 項 目  予定額 備　　　考

  2,839,143 

  1,719,799 

公共下水道整備事業事務諸経費      48,535 ・公共下水道建設事業に要する事務費

公共下水道整備事業費   1,613,500 ・公共下水道建設事業に要する費用

流域関連公共下水道整備事業事務諸経費       9,533 ・流域関連公共下水道建設事業に要する事務費

流域関連公共下水道整備事業費      41,100 ・流域関連公共下水道建設事業に要する費用

固定資産購入費         855 ・固定資産購入に要する費用

建設負担金       6,276 ・流域下水道建設負担金

  1,117,049 

企業債償還金   1,117,049 ・企業債の元金償還金

      2,295 

国庫補助金返還金       2,295 ・固定資産の売却に伴う国庫補助金の返還金

      1,852 

      1,852 

企業債償還金       1,852 ・企業債の元金償還金

資本的収入及び支出
収　入

１公共下水道資本的収入

１企業債

２国庫補助金

４他会計出資金

６分担金及び負担金

支　出

１公共下水道資本的支出

１建設改良費

２償還金

４補助金返還金

２小規模集合排水資本的支出

２償還金
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（単位　　円）

当年度純利益（△は純損失） 65,503,000

減価償却費 1,328,984,000

資産減耗費 28,898,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 190,946

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,120,250

賞与等引当金の増減額（△は減少） 415,526

長期前受金戻入 △ 509,291,000

受取利息及び配当金 △ 1,000

支払利息及び企業債取扱諸費 242,694,000

固定資産売却損 500,000

未収金の増減額（△は増加） △ 5,497,020

未払金の増減額（△は減少） 6,025,571

小計 1,168,160,381

利息及び配当金の受取額 1,000

利息及び企業債取扱諸費の支払額 △ 242,694,000

業務活動によるキャッシュ・フロー 925,467,381

有形及び無形固定資産の取得による支出 △ 1,733,953,634

有形及び無形固定資産の売却による収入 0

国庫補助金等による収入 443,199,000

国庫補助金等の返還による支出 △ 2,295,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,293,049,634

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 1,417,800,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 1,118,901,000

他会計からの出資による収入 34,400,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 333,299,000

資金増減額（△は減少） △ 34,283,253

資金期首残高 1,621,121,668

資金期末残高 1,586,838,415

令和３年度　玉野市下水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

３　財務活動によるキャッシュ・フロー
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給 与 費 明 細 書

１ 総 括

２ 給料及び手当の増減額の明細

（単位：千円）

区 分

職員数

(人)
給 与 費 法 定

福利費
合 計

特別職 一般職 報 酬 給 料 職員手当等 計
度年本 0 30 16,684 79,042 71,053 166,779 29,036 195,815

度年前 10 30 15,588 81,287 69,352 166,227 29,519 195,746

比 較 △10 0 1,096 △ 2,245 1,701 552 △ 483 69

（単位：千円）

職員手当

等の内訳

区 分 扶 養 手 当 住 居 手 当 通 勤 手 当 特殊勤務手当

本年度 3,848 1,344 1,741 186

前年度 3,368 1,566 1,768 193

比 較 480 △ 222 △ 27 △ 7

区 分 時間外勤務手当 管理職員特別勤務手当 管 理 職 手 当 期末勤勉手当

本年度 13,800 384 3,888 32,273

前年度 13,800 432 4,392 33,264

比 較 0 △ 48 △ 504 △ 991

区 分 児 童 手 当 退 職 給 付 費 費 用 弁 償

本年度 2,680 10,121 788

前年度 2,535 7,306 728

比 較 145 2,815 60

（単位：千円）

区 分 増減額 増減額事由別内訳書 説 明 備 考

給 料 △2,245

昇給に伴う増加分 1,162 平均昇給率 2.0%

その他の増減分 △3,407 新陳代謝等

△3,407

職員数の異動状況

（現に在職する職員数） （その他） （計）

本年度 21人 9人 30人

前年度 22人 8人 30人

増 減 △1人 1人 0人

職員手当等 1,701

制度改正に伴う増減分 △342 期末勤勉手当

△342

その他の増減分 2,043 新陳代謝等

2,043
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３ 給料及び職員手当等の状況

（１）職員１人当たりの給与

（２）初 任 給

（３）級別職員数

区 分 一般行政職

２年１２月１日現在

平均給料月額（円） 321,100

平均給与月額（円） 369,000

平 均 年 齢（歳） 42.9

元年１２月１日現在

平均給料月額（円） 314,600

平均給与月額（円） 364,100

平 均 年 齢（歳） 41.3

区 分 一般行政職（円）
国 の 制 度

一般行政職（円）

高 校 卒 150,600 150,600

大 学 卒 182,200 182,200

区 分
表

級

行 政 職 その他

（人）職員数(人) 構成比(％)

２年１２月１日

現 在

７ 級 1 4.8 -

６ 級 1 4.8 -

５ 級 6 28.6 -

４ 級 5 23.8 -

３ 級 2 9.5 -

２ 級 4 19.0 -

１ 級 2 9.5 -

計 21 100.0 8

元年１２月１日

現 在

７ 級 1 4.5 -
６ 級 1 4.5 -

５ 級 7 31.9 -

４ 級 4 18.2 -

３ 級 1 4.5 -

２ 級 7 31.9 -

１ 級 1 4.5 -

計 22 100.0 7

（級別の標準的な職務内容）

区 分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

行 政 職 部長 課長 課長補佐 係長 主任 主事・技師 主事・技師
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（４）昇 給

（５）特殊勤務手当

（６）期末手当・勤勉手当

（７）定年退職及び定年前早期退職に係る退職手当

（８）その他の手当

区 分 合計
代表的な職種

一般行政職

本

年

度

職 員 数 (Ａ)(人) 21 21

昇給に係る職員数 (Ｂ)(人) 21 21

号給数別内訳

１号給(人） - -

２号給(人） 2 2

３号給(人） - -

４号給(人） 14 14

６号給(人） 5 5

８号給(人） - -

比 率 (Ｂ)／(Ａ) (％) 100.0 100.0

前

年

度

職 員 数 (Ａ)(人) 22 22

昇給に係る職員数 (Ｂ)(人) 22 22

号給数別内訳

１号給(人） - -

２号給(人） 2 2

３号給(人） - -

４号給(人） 15 15

６号給(人） 5 5

８号給(人） - -

比 率 (Ｂ)／(Ａ) (％) 100.0 100.0

区 分 全 職 員 一般行政職

給料総額に対する比率（％） 0.01 0.01

支給対象職員の比率 （％）

（２年１２月１日現在）
4.76 4.76

代表的な特殊勤務手当の名称 玉野浄化センター調査検査手当

区 分
支給期別支給率 支給率計

（月分）

職制上の段階、職務の

級等による加算措置
備 考

６月(月分) １２月(月分)

本 年 度 2.225 2.225 4.450 有

前 年 度 2.250 2.200 4.450 有

国の制度 2.225 2.225 4.450 有

区 分
20年勤続の者

（月分）

25年勤続の者

（月分）

35年勤続の者

（月分）

最高限度

（月分）

そ の 他 の 加 算

措 置 等

支給率等 24.586875 33.27075 47.709 47.709
定年前早期退職特例

措置(2％～ 45％加算)

国の制度

（支給率）
24.586875 33.27075 47.709 47.709

定年前早期退職特例

措置(2％～ 45％加算)

区 分 国の制度との異同 差 異 の 内 容

扶 養 手 当 同 じ

住 居 手 当 同 じ

通 勤 手 当 異なる
交通用具利用者について、支給距離区分、支給額が異な

る。



期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地 方 債 そ の 他

千円 千円 千円 千円 千円 千円

日比ポンプ場
改築更新工事委託料

 697,000 -  - 
令和3年度

から
令和4年度

 697,000  348,500  348,500  - 

計  697,000  -  697,000  348,500  348,500  - 

債務負担行為に関する調書

左 の 財 源 内 訳

特 定 財 源事 項 限 度 額

前年度末までの
支 払 義 務 発 生
（ 見 込 ） 額

当該年度以降の
支 払 義 務 発 生
予 定 額
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（単位　　円）

（ １ ） 下水道収益 1,020,921,000
（ ２ ） 一般会計負担金 684,163,000
（ ３ ） その他営業収益 50,000
（ ４ ） 受託事業収益 220,000 1,705,354,000

（ １ ） 管渠費 35,536,000
（ ２ ） ポンプ場費 89,307,000
（ ３ ） 玉野浄化センター費 215,719,000
（ ４ ） 元川浄化槽費 7,441,000
（ ５ ） 流域下水道管理負担金 57,889,000
（ ６ ） 普及指導費 10,550,000
（ ７ ） 業務費 32,465,000
（ ８ ） 総係費 89,788,000
（ ９ ） 減価償却費 1,304,520,000
（１０） 資産減耗費 79,606,000
（１１） 合併処理浄化槽設置事業費 10,782,000 1,933,603,000

営業損失（△） △ 228,249,000

（ １ ） 一般会計負担金 65,251,000
（ ２ ） 一般会計補助金 8,750,000
（ ３ ） 国庫補助金 0
（ ４ ） 長期前受金戻入 506,838,000
（ ５ ） 延滞金 69,000
（ ６ ） 雑収益 1,477,000 582,385,000

（ １ ） 支払利息及び企業債取扱諸費 255,577,000
（ ２ ） 雑支出 3,710,000 259,287,000 323,098,000

経常利益 94,849,000

（ １ ） 過年度損益修正損 1,270,000 △ 1,270,000

当年度純利益 93,579,000

前年度繰越利益剰余金 419,890,366

その他未処分利益剰余金変動額 0

当年度未処分利益剰余金 513,469,366

令和２年度　玉野市下水道事業予定損益計算書

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）

１　営業収益

２　営業費用

３　営業外収益

４　営業外費用

５　特別損失
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（単位　　円）

資　産　の　部

１　固定資産

（１）有形固定資産

    イ．土地 733,749,315

    ロ．建物 2,127,848,090

        減価償却累計額 △ 921,458,621 1,206,389,469

    ハ．構築物 41,328,517,394

    　  減価償却累計額 △ 13,998,069,967 27,330,447,427

    ニ．機械及び装置 11,269,861,124

  　　　減価償却累計額 △ 6,519,397,619 4,750,463,505

    ホ．工具、器具及び備品 8,213,425

 　 　　減価償却累計額 △ 4,823,776 3,389,649

　　ヘ．建設仮勘定 2,667,497

     　   有形固定資産合計 34,027,106,862

（２）無形固定資産

    イ．施設利用権 192,413,350

    ロ．電話加入権 2,719,300

    　    無形固定資産合計 195,132,650

（３）投資その他の資産

　　イ．出資金 3,271,000

　　　　　投資その他の資産合計 3,271,000

　　　　　固定資産合計 34,225,510,512

２　流動資産

（１）現金預金 1,621,121,668

（２）未収金 62,027,960

　　　貸倒引当金 △ 13,739,211 48,288,749

　　　  　流動資産合計 1,669,410,417

  　　　　資　産　合　計 35,894,920,929

令和２年度　玉野市下水道事業予定貸借対照表

（令和３年３月３１日）
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負　債　の　部

３　固定負債

（１）企業債 16,741,155,404
　　　イ．建設改良費等の財源に
　　　　　充てるための企業債 16,741,155,404

（２）引当金

　　イ．退職給付引当金 101,549,388

　　ロ．修繕引当金 6,000,000

          引当金合計 107,549,388

　　  　　固定負債合計 16,848,704,792

４　流動負債

（１）企業債 1,117,046,807
　　　イ．建設改良費等の財源に
　　　　　充てるための企業債 1,117,046,807

（２）未払金 741,468,508

（３）引当金 12,573,993

　　イ．賞与等引当金 12,573,993

　　　  　流動負債合計 1,871,089,308

５　繰延収益

（１）長期前受金 21,124,908,961

　　　収益化累計額 △ 9,239,324,161

　　　  　繰延収益合計 11,885,584,800

  　　　　負　債　合　計 30,605,378,900

資　本　の　部

６　資本金 3,473,366,923

７　剰余金

（１）資本剰余金

　  イ．国庫補助金 657,755,840

　  ロ．受贈財産評価額 180,132,967

          資本剰余金合計 837,888,807

（２）利益剰余金

　  イ．減債積立金 414,816,933

　  ロ．建設改良積立金 50,000,000

　  ハ．当年度未処分利益剰余金 513,469,366

　　　　  利益剰余金合計 978,286,299

　　　　  剰 余 金 合 計 1,816,175,106

　　　　  資　本　合　計 5,289,542,029

　　　　  負債・資本合計 35,894,920,929
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（単位　　円）

資　産　の　部

１　固定資産

（１）有形固定資産

    イ．土地 733,749,315

    ロ．建物 2,194,993,650

        減価償却累計額 △ 979,236,621 1,215,757,029

    ハ．構築物 42,603,766,291

    　  減価償却累計額 △ 14,889,568,967 27,714,197,324

    ニ．機械及び装置 11,625,488,553

  　　　減価償却累計額 △ 6,884,108,619 4,741,379,934

    ホ．工具、器具及び備品 8,990,697

 　 　　減価償却累計額 △ 5,178,776 3,811,921

　　ヘ．建設仮勘定 2,718,519

     　   有形固定資産合計 34,411,614,042

（２）無形固定資産

    イ．施設利用権 183,477,804

    ロ．電話加入権 2,719,300

    　    無形固定資産合計 186,197,104

（３）投資その他の資産

　　イ．出資金 3,271,000

　　　　　投資その他の資産合計 3,271,000

　　　　　固定資産合計 34,601,082,146

２　流動資産

（１）現金預金 1,586,838,415

（２）未収金 67,524,980

　　　貸倒引当金 △ 13,548,265 53,976,715

　　　  　流動資産合計 1,640,815,130

  　　　　資　産　合　計 36,241,897,276

令和３年度　玉野市下水道事業予定貸借対照表

（令和４年３月３１日）
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負　債　の　部

３　固定負債

（１）企業債 17,045,126,122
　　　イ．建設改良費等の財源に
　　　　　充てるための企業債 17,045,126,122

（２）引当金

　　イ．退職給付引当金 111,669,638

　　ロ．修繕引当金 6,000,000

          引当金合計 117,669,638

　　  　　固定負債合計 17,162,795,760

４　流動負債

（１）企業債 1,111,975,089
　　　イ．建設改良費等の財源に
　　　　　充てるための企業債 1,111,975,089

（２）未払金 747,494,079

（３）引当金 12,989,519

　　イ．賞与等引当金 12,989,519

　　　  　流動負債合計 1,872,458,687

５　繰延収益

（１）長期前受金 21,565,812,961

　　　収益化累計額 △ 9,748,615,161

　　　  　繰延収益合計 11,817,197,800

  　　　　負　債　合　計 30,852,452,247

資　本　の　部

６　資本金 3,507,766,923

７　剰余金

（１）資本剰余金

　  イ．国庫補助金 657,755,840

　  ロ．受贈財産評価額 180,132,967

          資本剰余金合計 837,888,807

（２）利益剰余金

　  イ．減債積立金 409,019,933

　  ロ．建設改良積立金 50,000,000

　  ハ．当年度未処分利益剰余金 584,769,366

　　　　  利益剰余金合計 1,043,789,299

　　　　  剰 余 金 合 計 1,881,678,106

　　　　  資　本　合　計 5,389,445,029

　　　　  負債・資本合計 36,241,897,276
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令和２年度注記

Ⅰ．重要な会計方針

１ 固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産

・減価償却の方法 定額法

・主な耐用年数

（２）無形固定資産

・減価償却の方法 定額法

・主な耐用年数

２ 引当金の計上基準

（１）貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等による回収不能見込額を計上

している。

（２）退職給付引当金

職員の退職手当の支給に備えるため、当事業年度末における退職手当の要支給額に相

当する金額を計上している。

（３）賞与等引当金

職員の期末勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため、当事業年

度末における支給及び支出見込額に基づき、当事業年度の負担に属する額を計上してい

る。

３ その他の重要な事項

（１）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

Ⅱ．予定貸借対照表等関連

１ 企業債の償還に係る他会計の負担

貸借対照表に計上されている企業債（1 年以内に償還予定のものも含む。）のうち、他

会計が負担すると見込まれる額は 9,702,205,000 円である。

Ⅲ．セグメント情報

１ 報告セグメントの概要

玉野市下水道事業では、公共下水道事業及び小規模集合排水事業を運営しており、各事

業で運営方針等を決定していることから、それらを報告セグメントとしている。

なお、各報告セグメントに属する事業の内容は以下のとおりである。

建物 8～50 年

構築物 10～50 年

機械及び装置 6～30 年

工具器具及び備品 2～10 年

施設利用権 35 年

事業区分 事業の内容

公共下水道事業 玉野処理区及び児島湖処理区において下水を集合的に処理する事業

小規模集合排水事業 八浜町八浜地区の一部において下水を集合的に処理する事業
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２ 報告セグメントごとの営業収益等

当事業年度（令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日） 単位：円

Ⅳ．リース取引関係

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっている。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料

Ⅴ．その他の注記

１ 引当金の取崩し

（１）貸倒引当金の取崩し

当事業年度において、不納欠損として 3,516,906 円を処理するため、同額を貸倒引当

金から取り崩す。

（２）退職給付引当金の取崩し

当事業年度において、退職手当として 4,454,000 円を支給するため同額を退職給付引

当金から取り崩す。

（３）賞与等引当金の取崩し

当事業年度において、期末勤勉手当等の支給及び支出のため、12,609,915 円を賞与等

引当金から取り崩す。

２ 新会計基準移行に係る経過措置

（１）修繕引当金に関する経過措置

平成 26 年 3 月 31 日以前に引き当てられた修繕引当金については、引き続き従前の例

により取り崩すこととする。

公共下水道事業 小規模集合排水事業 合計

営業収益

営業費用

1,703,839,000

1,925,269,000

1,515,000

8,334,000

1,705,354,000

1,933,603,000

営業損益

経常損益

△ 221,430,000

92,384,000

△ 6,819,000

2,465,000

△ 228,249,000

94,849,000

セグメント資産 35,847,842,889 47,078,040 35,894,920,929

セグメント負債 30,581,045,211 24,333,689 30,605,378,900

その他の項目

一般会計負担金

一般会計補助金

長期前受金戻入

64,401,000

－

506,838,000

850,000

8,750,000

－

65,251,000

8,750,000

506,838,000

減価償却費 1,303,627,000 893,000 1,304,520,000

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
1,860,144,908 － 1,860,144,908

１年内 2,000,400 円

１年超 3,622,900 円

計 5,623,300 円
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令和３年度注記

Ⅰ．重要な会計方針

１ 固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産

・減価償却の方法 定額法

・主な耐用年数

（２）無形固定資産

・減価償却の方法 定額法

・主な耐用年数

２ 引当金の計上基準

（１）貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等による回収不能見込額を計上

している。

（２）退職給付引当金

職員の退職手当の支給に備えるため、当事業年度末における退職手当の要支給額に相

当する金額を計上している。

（３）賞与等引当金

職員の期末勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため、当事業年

度末における支給及び支出見込額に基づき、当事業年度の負担に属する額を計上してい

る。

３ その他の重要な事項

（１）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

Ⅱ．予定貸借対照表等関連

１ 企業債の償還に係る他会計の負担

貸借対照表に計上されている企業債（1 年以内に償還予定のものも含む。）のうち、他

会計が負担すると見込まれる額は 9,690,735,000 円である。

Ⅲ．セグメント情報

１ 報告セグメントの概要

玉野市下水道事業では、公共下水道事業及び小規模集合排水事業を運営しており、各事

業で運営方針等を決定していることから、それらを報告セグメントとしている。

なお、各報告セグメントに属する事業の内容は以下のとおりである。

建物 8～50 年

構築物 10～50 年

機械及び装置 6～30 年

工具器具及び備品 2～10 年

施設利用権 35 年

事業区分 事業の内容

公共下水道事業 玉野処理区及び児島湖処理区において下水を集合的に処理する事業

小規模集合排水事業 八浜町八浜地区の一部において下水を集合的に処理する事業
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２ 報告セグメントごとの資産等

当事業年度（令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日） 単位：円

Ⅳ．リース取引関係

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっている。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料

Ⅴ．その他の注記

１ 引当金の取崩し

（１）貸倒引当金の取崩し

当事業年度において、不納欠損として 3,566,433 円を処理するため、同額を貸倒引当

金から取り崩す。

（２）退職給付引当金の取崩し

当事業年度において、退職手当の支給予定はないため、退職給付引当金の取崩しはな

い。

（３）賞与等引当金の取崩し

当事業年度において、期末勤勉手当等の支給及び支出のため 12,573,993 円を賞与等

引当金から取り崩す。

２ 新会計基準移行に係る経過措置

（１）修繕引当金に関する経過措置

平成 26 年 3 月 31 日以前に引き当てられた修繕引当金については、引き続き従前の例

により取り崩すこととする。

公共下水道事業 小規模集合排水事業 合計

セグメント資産 36,195,712,236 46,185,040 36,241,897,276

セグメント負債 30,829,970,558 22,481,689 30,852,452,247

１年内 2,000,400 円

１年超 2,677,300 円

計 4,677,700 円




